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ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みが従業員に共有されており、かつ達成するための仕組みが組織内に構築されている（ＰＤＣＡサイクル等）。
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ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組みをホームページ等で対外的に公表している。
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ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組み宣言書

ＳＤＧｓの達成に向けた重点的な取組み 実績 指標・目標

令和7年7月1日

ナウエ株式会社

太陽光発電パネルや蓄電池を導入し温室効果ガス
の削減を行っている。
ＥＭＳを導入し生産設備ごとの電気使用量の把握
、使用量の多い設備の更新を行い温室効果ガスの
削減を行っている。
エンジン車（フォークリフト・自動車）を電気・
ハイブリット車に転換し温室効果ガスの削減を行
っている。

地元中学校の職場体験を受け入れ
地元小中学生向け就業体験イベントの実施
地元中学校でのキャリア教育の実施

3ＤCADAMやマシニングセンター等の生産設備
の導入による業務効率の改善を進める
QC活動によって生産性の向上を進める
オンライン会議システムや情報共有サービス
の活用など、デジタル技術を用いた業務の効
率化、多様化を進める

⑪住み続けられるまちづ
くりを,⑫つくる責任 つ
かう責任,⑬気候変動に
具体的な対策を

2024年Scorp1・2のGHG排出量
を16％削減（2021年比）

二酸化炭素の排出量

2021 年を基準年として 2030 年
までにScorp 1 およびScorp  2 
の GHG 排出量を 42% 削減

④質の高い教育をみんな
に,⑧働きがいも経済成
長も,⑪住み続けられる
まちづくりを

⑧働きがいも経済成長も
,⑨産業と技術革新の基
盤をつくろう

Ｒ6年度、職場体験1校（2名
受け入れ）
Ｒ6年度、就業体験イベント
2校（2名受け入れ）
Ｒ7年度、中学校でのキャリ
ア教育1校（1学年約130名実
施）

R6年度、QC活動の実施や情報
共有サービス等の活用により
製造部の時間外勤務時間R5年
度比20％削減

職場体験・キャリア教育等の受け
入れ・実施の件数

日次生産台数

Ｒ10年度までに延べ9校受け入れ
・実施

2028年までに日次生産台数を14％
増加させる

重点項目について社内共有を実施
環境面については中小企業版SBT取得による目標設定
社会面については社内会議で進捗状況を共有、改善、今後の展開を検討
経済面については担当者を設定し、その達成に向けた工程表を作成

本社事務所に重点取り組み目標の掲示をしている。
ナウエ株式会社SDGs宣言：https://www.hokugin.co.jp/info/files/pdf/3905.pdf
SDGｓ取組のまとめページについては現在作成中。


